
程
極
明 

著 

『 

洪 

流 

』 

連
載
第
五
回
（
20
～
24
） 

抄
訳 

井
手
淑
子 

《
第
19

回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
》 

主
人
公
の
小
宝
（
林
家
宝
）
は
、
１
９
３
７
年
の

日
中
戦
争
開
始
時
は
、
小
学
４
年
生
。
一
家
は
疎

開
先
で
も
日
本
軍
の
攻
撃
に
あ
う
。
そ
の
間
に
南

京
は
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
、
街
は
焼
か
れ
、
老
人
、

婦
女
子
も
含
む
中
国
人
の
遺
体
が
、
各
所
に
ほ
う

ら
れ
、
凍
り
付
い
て
い
た
。
長
江
を
流
れ
る
夥
し

い
遺
体
。
こ
れ
ら
全
て
が
〈
南
京
大
虐
殺
〉
の
す
さ

ま
じ
さ
を
物
語
る
。 

日
本
軍
支
配
下
の
南
京
に
も
ど
っ
た
一
家
を

襲
っ
た
事
件
。
姉
の
秀
華
が
、国
民
党
の
三
青
団
の

友
人
の
で
っ
ち
上
げ
に
よ
り
、
汪
精
衛
の
特
務
に

逮
捕
、投
獄
さ
れ
た
。 

一
方
、
日
本
軍
支
配
下
の
南
京
で
も
、
い
く
つ

か
の
闘
い
が
起
こ
さ
れ
、
人
力
車
夫
に
よ
る
生
活

を
守
る
た
め
の
２
週
間
の
ス
ト
、
中
央
大
学
学
生

に
よ
る
、
食
費
横
領
の
校
長
の
退
陣
を
求
め
る
闘

い
、
日
本
人
の
ア
ヘ
ン
専
売
に
反
対
す
る
汪
精
衛

政
権
を
巻
き
込
ん
だ
、
学
生
た
ち
の
ア
ヘ
ン
撲
滅

運
動
の
成
功
な
ど
。 

十
代
の
若
者
た
ち
は
、
生
き
方
に
悩
み
つ
つ
も

「
抗
日
」
の
た
め
に
、中
国
共
産
党
の
地
下
組
織
や

中
国
国
民
党
の
地
下
組
織
「
三
青
団
」
へ
と
参
加

し
て
い
っ
た
。
従
兄
の
希
鷹
は
蒋
介
石
、孫
中
山
を

尊
敬
し
て
い
た
が
、
抗
日
戦
争
は
蒋
介
石
へ
の
幻

想
を
捨
て
さ
せ
、共
産
党
員
と
な
っ
た
。 

そ
し
て
、
つ
い
に
「
夜
明
け
」
が
訪
れ
た
。
１
９
４

５
年
８
月
、
日
本
軍
の
降
伏
。
長
い
間
待
ち
焦
が

れ
て
い
た
こ
の
時
を
、街
中
の
人
々
が
祝
福
し
た
。

人
々
は
平
和
を
望
ん
だ
。
し
か
し
、蒋
介
石
は
「
双

十
協
定
」
を
結
び
つ
つ
も
、
片
方
で
、
「
共
産
党
撲

滅
」
を
掲
げ
、内
戦
へ
の
道
を
開
い
て
い
っ
た
。 

＊
こ
の
連
載
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
時
事
評
論
・

エ
ッ
セ
イ
」
欄
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 
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小
宝
と
宋
玉
美 

 

日
本
降
伏
後
、
中
国
は
平
和
で
民
主
的

な
方
向
に
向
か
う
と
願
っ
た
多
く
の
学

生
た
ち
は
、
昆
明
や
重
慶
で
の
国
民
党
、

応
報
の
特
務
に
よ
る
襲
撃
な
ど
の
事
件

に
当
惑
し
た
。
宋
玉
美
と
い
う
女
子
学
生

も
そ
の
一
人
。
『
こ
ん
な
事
件
は
、
多
分

老
蒋
は
知
ら
な
い
の
で
は
？
』
『
私
は
国

民
党
内
に
も
矛
盾
や
闘
争
が
あ
る
と
思

う
。
彼
ら
の
中
の
民
主
的
勢
力
も
、
き
っ

と
努
力
し
て
い
る
と
思
う
。
』
と
小
宝
に

言
っ
た
。
小
宝
は
そ
ん
な
彼
女
は
な
ん
と

純
真
で
、
お
人
よ
し
な
の
か
と
心
の
中
で

思
っ
た
。 

一
方
、
三
青
団
の
張
子
広
ら
は
仲
間
に

『
何
が
政
治
協
商
会
議
か
？
実
際
は
共

産
党
と
民
主
同
盟
の
左
派
分
子
が
、
平
和



を
願
う
み
ん
な
の
気
持
ち
を
利
用
し
て
、

い
た
ず
ら
に
余
命
を
つ
な
い
で
い
る
だ

け
だ
。
』
他
の
者
も
『
そ
の
通
り
だ
。
も

し
抗
日
戦
争
で
な
け
れ
ば
共
産
党
は
と

っ
く
に
消
滅
し
て
い
る
。
今
、
政
治
協
商

会
議
を
や
る
の
は
、
や
む
を
得
ず
だ
。
国

軍
の
準
備
が
整
え
ば
、
最
後
に
は
共
産
党

を
徹
底
的
に
消
滅
さ
せ
る
こ
と
に
精
力

を
集
中
す
る
。』
と
秘
密
を
洩
ら
し
た
。 

宋
玉
美
は
彼
ら
の
口
ぶ
り
か
ら
、
国
民

党
上
層
部
は
、
国
内
の
平
和
で
は
な
く
、

内
戦
で
共
産
党
を
消
滅
さ
せ
る
策
略
で

あ
る
と
み
て
と
っ
た
。
彼
女
は
国
民
党
に

は
何
ら
悪
い
感
情
は
な
く
、
孫
中
山
先
生

の
党
で
、
抗
日
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
。

ま
た
共
産
党
に
対
し
て
も
、
抗
日
勢
力
の

一
つ
で
、
江
南
の
人
民
に
支
持
さ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
い
た
。 

し
か
し
、
共
産
党
が
指
導
す
る
解
放
軍

に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
共

産
党
の
解
放
区
で
は
、《
生
産
を
共
有
し
、

妻
を
共
有
す
る
》
と
か
《
残
酷
な
闘
い
》

な
ど
と
国
民
党
が
言
う
の
を
聞
い
て
、
一

体
ど
ん
な
様
子
な
の
か
？
小
宝
に
疑
問

を
ぶ
つ
け
た
。 

彼
女
は
小
宝
に
『
延
安
帰
来
』
『
延
安

一
月
』
な
ど
の
本
を
借
り
て
、
毎
晩
部
屋

に
こ
も
っ
て
読
ん
だ
。
そ
し
て
わ
か
っ
た

こ
と
・
・
・
新
四
軍
や
八
路
軍
が
本
当
に

抗
日
を
や
っ
た
こ
と
。
農
村
で
は
減
租
・

減
息
を
行
い
、
農
民
た
ち
が
生
産
を
広
げ
、

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
こ
と
。
農
民

た
ち
は
彼
ら
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
り
、

だ
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
が
解
放
区
に
根
を
下

ろ
せ
る
こ
と
。 

小
宝
も
、
農
村
で
ど
う
や
っ
て
民
主
政

治
を
打
ち
立
て
る
の
か
疑
問
に
思
っ
て

い
た
こ
と
。
あ
る
農
村
で
は
、
選
挙
の
候

補
者
全
て
に
一
つ
の
お
椀
を
置
き
、
選
挙

民
は
み
な
一
粒
の
豆
を
持
っ
て
選
挙
に



行
く
。
そ
し
て
現
場
で
、
豆
の
数
を
集
計

す
る
と
い
う
。
『
こ
れ
っ
て
実
に
う
ま
い

よ
ね
。』
と
応
じ
た
。 

二
人
は
、
色
々
な
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。

解
放
区
に
つ
い
て
知
る
だ
け
で
な
く
、
社

会
科
学
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と
、
小
宝

は
特
に
艾
思
奇
の
『
大
衆
哲
学
』
を
繰
り

返
し
読
み
、
大
い
に
啓
発
さ
れ
た
こ
と
な

ど
。
二
人
は
互
い
に
好
感
を
抱
く
よ
う
に

な
っ
た
。 
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新
た
な
出
発 

 

小
宝
は
希
鷹
に
借
り
た
『
中
国
革
命
と

中
国
共
産
党
』、『
新
民
主
主
義
論
』、『
連

合
政
府
を
論
ず
』
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
真
剣
に
読
ん
だ
。
自
分
の
家
の
こ
と
、

抗
日
戦
争
の
経
過
、
二
番
目
の
姉
、
秀
華

と
袁
倫
や
任
建
の
こ
と
、
か
つ
て
読
ん
だ

ロ
シ
ア
や
ソ
ビ
エ
ト
革
命
の
こ
と
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
も
。
多
く
の
英
雄
的
青
年
た
ち

の
姿
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
自
分
が
偉
大
な

共
産
党
に
加
入
す
る
の
を
励
ま
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
思
え
た
。 

そ
し
て
、
１
９
４
６
年
４
月
の
あ
る
日
、

一
面
の
雑
草
と
数
本
の
木
の
あ
る
小
さ

な
小
山
で
、
希
鷹
と
二
人
で
老
沈
と
い
う

青
年
に
出
会
っ
た
。 

『
君
は
１
７
歳
で
ま
だ
公
民
の
年
齢

に
は
達
し
て
い
な
い
が
、
君
の
態
度
や
こ

れ
ま
で
の
状
況
、
地
下
工
作
の
必
要
性
を

考
慮
し
、
市
委
員
会
は
君
の
入
党
を
決
定

し
た
。
』
『
君
が
そ
の
若
さ
で
、
厳
し
い
、

生
き
る
か
死
ぬ
か
の
階
級
闘
争
に
参
加

す
る
と
い
う
の
は
、
生
死
の
試
練
に
臨
む

と
い
う
こ
と
だ
。
成
人
に
な
る
前
に
生
命

が
失
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
就
職
も
結

婚
も
せ
ず
、
自
分
の
家
庭
も
な
く
、
敵
の

刃
の
下
に
華
麗
な
人
生
と
お
別
れ
す
る

か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
し
っ
か
り
と
思
想



的
準
備
を
し
て
、
国
民
党
支
配
下
の
心
臓

部
に
長
い
間
隠
れ
、
苦
し
み
に
耐
え
て
頑

張
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
君
は
そ
れ
を
望
む

か
い
？
』
と
彼
は
尋
ね
た
。 

小
宝
は
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
、
『
私

は
心
か
ら
そ
う
望
み
ま
す
。』
と
答
え
た
。 

３
月
に
始
ま
っ
た
ソ
連
赤
軍
の
東
北

各
地
か
ら
の
撤
退
の
後
、
国
民
党
軍
は
直

ち
に
瀋
陽
に
進
駐
し
、
４
月
か
ら
共
産
党

軍
へ
の
徹
底
し
た
内
戦
を
開
始
し
た
。
５

月
、
国
民
政
府
は
重
慶
か
ら
南
京
に
正
式

に
復
都
し
、
小
宝
た
ち
も
学
校
が
組
織
し

た
行
列
で
、
慶
祝
大
会
に
参
加
し
た
。 

蒋
介
石
の
演
説
は
よ
く
聞
き
取
れ
ず
、

宋
美
齢
の
着
飾
っ
た
姿
が
見
な
れ
な
か

っ
た
。 

そ
の
日
、
入
場
を
待
つ
学
生
た
ち
の
目

の
前
で
、
国
民
党
軍
の
車
が
通
り
す
が
り

の
市
民
を
押
し
殺
し
た
。
本
来
は
祝
い
で

あ
る
べ
き
復
都
の
日
に
、
内
戦
の
暗
雲
を

思
わ
せ
、
ど
う
し
て
も
喜
べ
な
か
っ
た
。 

６
月
の
後
半
に
は
、
蒋
介
石
は
『
共
産

党
は
や
は
り
服
従
し
な
い
か
ら
、
一
年
以

内
に
消
滅
す
べ
き
で
あ
る
。』
と
述
べ
た
。 

内
戦
を
や
め
さ
せ
た
い
と
、
６
月
２
３

日
、
上
海
各
界
人
民
１
０
万
人
が
大
デ
モ

を
行
い
、
十
数
人
の
和
平
請
願
代
表
が
南

京
に
行
く
の
を
見
送
っ
た
。
そ
の
日
の
午

後
、
列
車
が
南
京
下
関
駅
に
到
着
し
た
時
、

待
っ
て
い
た
自
称
《
難
民
》
の
国
民
党
組

織
の
暴
徒
が
、
ど
っ
と
押
し
か
け
、
代
表

を
殴
打
し
、
５
時
間
に
及
ぶ
連
続
暴
行
を

働
い
た
。
有
名
な
《
下
関
事
件
》
で
あ
る
。 

卒
業
を
前
に
試
験
で
忙
し
い
小
宝
た

ち
は
何
の
活
動
も
で
き
な
か
っ
た
が
、
代

表
が
流
し
た
血
は
、
こ
れ
ま
で
蒋
介
石
と

国
民
党
政
府
に
抱
い
て
い
た
幻
想
を
す

っ
か
り
打
ち
砕
い
た
。 

 

２２ 
 

ひ
と
す
じ
の
流
れ 



 
大
学
合
格
者
の
発
表
。
希
鷹
は
金
陵
大

の
物
理
学
部
と
国
立
音
楽
院
の
両
方
に

受
か
っ
た
が
、
小
宝
は
ダ
メ
だ
っ
た
。
英

語
が
悪
か
っ
た
う
え
、
ま
だ
１
７
歳
だ
か

ら
翌
年
も
あ
る
と
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ

た
。
父
の
言
う
ア
メ
リ
カ
留
学
を
拒
否
し
、

金
陵
大
の
補
修
ク
ラ
ス
か
ら
先
修
ク
ラ

ス 

へ
と
進
ん
だ
。 

希
鷹
は
物
理
学
者
を
目
指
し
て
い
た

が
、
党
の
上
部
の
要
請
に
応
え
、
音
楽
院

に
進
ん
だ
。
お
じ
い
さ
ん
は
『
ど
う
し
て

ラ
ッ
パ
吹
き
や
太
鼓
た
た
き
の
よ
う
な

こ
と
を
勉
強
し
に
行
く
の
だ
？
』
と
怒
っ

た
。
宋
玉
美
も
金
女
大
に
合
格
し
た
が
、

や
は
り
党
の
決
定
に
従
い
、
国
民
党
が
新

設
し
た
南
京
政
経
学
院
に
進
ん
だ
。
個
人

の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
全
体
の
長
期
的

利
益
に
従
っ
た
彼
ら
に
、
小
宝
は
感
心
し
、

う
ら
や
ま
し
く
も
あ
っ
た
が
、
一
部
の
学

生
は
彼
ら
を
バ
カ
に
し
た
。 

１
９
４
７
年
の
元
旦
過
ぎ
、
北
京
大
学

の
女
子
学
生
が
ア
メ
リ
カ
兵
に
強
姦
さ

れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
は
怒
り
を
呼
ん
だ
。

『
日
本
鬼
子
の
後
は
、
ア
メ
リ
カ
鬼
子
か
』

と
怒
る
女
子
学
生
。
宋
玉
美
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
と
思
っ
た
。
上
海
で
ア
メ
リ
カ

兵
は
三
輪
車
に
乗
っ
て
も
お
金
を
払
わ

ず
、
車
夫
を
た
た
き
殺
し
た
。
南
京
で
は

女
性
を
抱
い
て
ジ
ー
プ
を
運
転
し
、
大
通

り
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
走
り
回
る
、
ア
メ

リ
カ
の
余
剰
物
資
の
粉
ミ
ル
ク
や
軍
服
、

ズ
ボ
ン
な
ど
が
市
場
に
氾
濫
し
、
戦
後
回

復
し
た
ば
か
り
の
中
国
経
済
に
真
向
か

ら
痛
撃
を
与
え
て
い
る
。 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
に
よ
る
内
戦
調

停
に
単
純
に
希
望
を
抱
い
て
い
た
が
、
国

民
政
府
は
調
停
を
利
用
し
、
ア
メ
リ
カ
軍

が
国
民
党
軍
を
全
て
輸
送
し
終
え
る
と
、

全
面
的
内
戦
を
発
動
し
、
共
産
党
を
徹
底



的
に
消
滅
さ
せ
る
と
し
た
。 

こ
の
一
年
で
彼
女
は
百
冊
の
理
論
書

を
読
む
以
上
の
生
き
た
授
業
を
受
け
た
。

彼
女
の
善
良
な
心
は
、
非
常
な
政
治
的
ハ

ン
マ
ー
で
打
ち
砕
か
れ
た
。
彼
女
は
こ
の

時
期
に
入
党
し
、
激
し
い
闘
争
や
残
酷
な

弾
圧
に
対
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
分
は

そ
れ
を
望
ん
で
い
る
の
か
？ 

闘
い
続

け
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
と
自
問
し
た
。 

北
京
、
上
海
な
ど
多
く
の
大
学
は
続
々

と
デ
モ
を
行
い
、
南
京
で
も
金
陵
大
、
中

央
大
の
女
子
学
生
も
行
動
を
始
め
た
。
こ

の
全
国
を
席
捲
し
た
学
生
運
動
は
、
抗
日

戦
争
後
最
初
の
、
反
米
反
蒋
の
う
ね
り
と

な
っ
た
。 

人
々
は
甘
い
夢
か
ら
覚
め
、
少
し
ず
つ

現
実
を
認
識
し
、
一
つ
一
つ
蒋
介
石
の
ウ

ソ
を
見
破
っ
て
、
内
戦
を
拒
否
し
、
平
和

を
求
め
た
。
労
働
者
は
物
価
指
数
を
用
い

て
生
活
費
の
保
障
を
求
め
、
工
商
業
者
は

ア
メ
リ
カ
商
品
の
制
限
を
要
求
し
、
教

授
・
教
師
・
技
師
な
ど
の
イ
ン
テ
リ
は
生

活
水
準
の
保
持
と
、
民
主
・
自
由
を
要
求

し
た
。 

細
く
、
小
さ
な
流
れ
は
ゆ
っ
く
り
と
集

ま
り
、
一
つ
の
方
向
に
向
か
っ
て
進
ん
で

い
っ
た
。 

 
２３ 

 

５
・
２
０
の
闘
い 

 

内
戦
の
勃
発
以
後
、
人
々
の
生
活
は
苦

し
く
、
米
価
は
３
倍
と
な
り
、
各
地
で
民

衆
の
コ
メ
強
奪
が
お
こ
っ
た
。
と
り
わ
け

地
方
か
ら
の
学
生
た
ち
は
飢
え
て
い
た
。 

中
央
大
学
の
食
堂
経
費
の
大
幅
削
減

を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
学
生
た
ち
の

運
動
は
教
授
会
も
巻
き
込
み
、
つ
い
に
ス

ト
ラ
イ
キ
を
決
定
し
た
。
５
月
１
５
日
、

３
０
０
０
人
の
学
生
を
前
に
や
む
な
く

出
て
き
た
文
部
大
臣
が
、
多
少
の
副
食
費



の
増
額
と
共
に
『
・
・
今
は
戦
争
中
で
財

政
困
難
で
あ
り
・
・
』
と
述
べ
た
途
端
、

学
生
た
ち
は
『
我
々
は
戦
争
は
い
ら
な

い
！
』
『
我
々
は
メ
シ
を
食
い
た
い
！
』

『
お
金
を
教
育
費
に
使
え
！
』
と
声
を
挙

げ
た
。
次
に
行
政
院
（
政
府
）
に
向
か
っ

た
デ
モ
の
宣
伝
隊
の
学
生
は
、
門
の
「
行

政
院
」
と
い
う
額
に
《
民
痩
砲
肥
》
（
民

衆
は
や
せ
細
り
、
大
砲
は
太
る
）
の
４
文

字
を
書
い
て
抗
議
し
た
。 

次
々
と
拡
が
っ
た
学
生
デ
モ
は
、
北
京
、

上
海
、
蘇
州
，
杭
州
な
ど
の
１
６
の
大

学
・
高
専
を
動
か
し
、
２
０
日
の
南
京
で

の
大
デ
モ
へ
と
発
展
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
《
反
飢
餓
・
反
内
戦
・
教
育
危
機
を

救
え
》。 

中
央
大
、
金
陵
大
、
復
旦
大
、
同
済
大
、

浙
江
大
な
ど
の
７
０
０
０
人
の
隊
列
は
、

開
会
中
の
議
会
を
目
指
し
た
。
国
民
党
軍

警
は
ホ
ー
ス
と
皮
の
ム
チ
、
ベ
ル
ト
、
警

棒
、
更
に
は
鉄
ク
ギ
の
つ
い
た
棒
で
、
学

生
を
滅
多
打
ち
に
し
、
負
傷
者
も
出
た
が
、

学
生
た
ち
は
ひ
る
ま
な
か
っ
た
。
小
宝
は

そ
の
最
前
列
で
、
大
学
受
験
に
忙
し
い
ク

ラ
ス
の
仲
間
と
共
に
い
た
。
学
生
が
逮
捕

さ
れ
始
め
、
こ
れ
以
上
の
負
傷
者
を
避
け

る
た
め
、
代
表
が
議
会
の
責
任
者
と
の
団

交
に
行
っ
た
。 

昼
も
過
ぎ
、
学
生
た
ち
の
お
腹
は
グ
ー

グ
ー
鳴
っ
て
い
た
。
と
、
通
り
の
両
側
か

ら
、
た
く
さ
ん
の
マ
ン
ト
ウ
や
ス
ー
プ
が

運
ば
れ
、
感
動
し
た
学
生
た
ち
は
涙
を
流

さ
ん
ば
か
り
に
喜
ん
だ
。 

午
後
２
時
過
ぎ
、
怒
っ
た
よ
う
な
空
に

突
然
の
黒
雲
、
土
砂
降
り
の
大
雨
と
な
っ

た
。
通
り
に
座
り
込
ん
で
い
た
デ
モ
隊
は

ず
ぶ
濡
れ
の
ま
ま
、
大
雨
が
洗
い
流
す
の

に
ま
か
せ
、
高
ら
か
に
歌
を
歌
っ
た
。
雨

が
上
が
り
、
大
き
な
太
陽
が
出
て
、
学
生

た
ち
の
魂
も
洗
わ
れ
た
。 



デ
モ
隊
は
道
端
で
、
国
内
外
の
記
者
招

待
会
を
開
き
、
今
回
の
デ
モ
の
目
的
と
弾

圧
の
状
況
を
説
明
し
、
公
正
な
真
実
の
報

道
を
望
ん
だ
。
代
表
団
は
逮
捕
さ
れ
た
学

生
の
釈
放
や
医
療
費
の
負
担
な
ど
の
要

求
を
認
め
さ
せ
、
デ
モ
隊
の
引
揚
げ
に
妥

協
し
た
。
学
生
た
ち
は
闘
争
の
勝
利
に
歓

呼
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
高
ら
か
に
叫
び
つ

つ
戻
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
日
、
北
京
大
、

精
華
大
な
ど
の
１
・
２
万
人
が
北
京
で
、

上
海
や
天
津
で
も
数
千
人
が
デ
モ
を
行

っ
た
。 

南
京
の
《
新
民
報
》
、
上
海
の
《
文
滙

報
》
は
「
５
・
２
０
事
件
」
の
実
際
の
状

況
を
く
わ
し
く
伝
え
た
が
、
国
民
党
政
府

は
こ
れ
ら
の
新
聞
を
差
し
押
さ
え
た
。 

 

２４ 
 

大
学
へ 

 

「
反
飢
餓
・
反
内
戦
」
の
５
・
２
０
の

闘
い
は
南
京
だ
け
で
な
く
、
北
京
、
上
海
、

蘇
州
、
杭
州
そ
の
他
に
拡
が
る
大
運
動
と

な
り
、
学
生
へ
の
弾
圧
は
多
く
の
人
々
の

怒
り
を
呼
ん
だ
。
学
生
た
ち
は
更
に
「
無

期
限
ス
ト
」
に
と
傾
い
て
い
っ
た
が
、
共

産
党
中
央
の
上
海
局
は
、
地
下
党
員
を
通

し
て
、
こ
の
過
激
な
方
針
を
や
め
る
よ
う

に
指
導
し
た
。
学
生
た
ち
は
議
論
を
重
ね
、

つ
い
に
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。 

し
か
し
国
民
党
政
府
は
、
南
京
と
各
地

の
大
学
・
高
専
で
、
自
治
会
リ
ー
ダ
ー
や

積
極
分
子
を
除
籍
し
、
一
部
を
威
嚇
し
て

辞
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
迫
っ
た
。
こ

う
し
て
多
く
の
自
治
会
を
半
身
不
随
に

し
、
活
動
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
。 

６
月
に
な
る
と
、
小
宝
ら
金
大
先
修
ク

ラ
ス
の
学
生
た
ち
は
、
大
学
受
験
に
力
を

集
中
し
た
。
小
宝
は
北
京
大
学
、
復
旦
大

学
、
武
漢
大
学
な
ど
に
出
願
し
た
。
８
月

の
中
下
旬
に
か
け
、
新
聞
紙
上
の
発
表
で
、



小
宝
は
武
漢
大
学
、
復
旦
大
学
、
北
京
大

学
に
合
格
し
た
。
彼
は
北
京
大
学
の
東
方

言
語
学
部
に
進
み
た
か
っ
た
が
、
地
下
党

の
指
導
部
は
、
上
海
に
属
す
る
復
旦
大
学

を
薦
め
た
。 

彼
は
希
鷹
、
志
豪
、
玉
美
を
訪
ね
、
別

れ
を
告
げ
た
。
希
鷹
は
小
宝
と
の
別
れ
が

つ
ら
か
っ
た
。
彼
ら
は
小
さ
い
時
か
ら
共

に
成
長
し
、
共
に
進
歩
し
て
地
下
党
に
も

参
加
し
た
。
互
い
に
相
手
の
心
の
底
ま
で

も
理
解
し
、
目
つ
き
や
微
笑
み
、
表
情
は

電
波
の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
。
希
鷹
は
、
自

分
た
ち
は
別
れ
て
も
、
共
同
の
事
業
を
し

て
お
り
、
た
だ
別
の
塹
壕
に
い
る
に
過
ぎ

な
い
、
将
来
の
勝
利
の
後
に
会
お
う
で
は

な
い
か
と
言
っ
た
。
小
宝
は
涙
が
あ
ふ
れ
、

希
鷹
兄
さ
ん
と
の
別
れ
が
辛
く
て
た
ま

ら
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
気
懸
か
り
な
二

番
目
の
姉
の
秀
華
の
こ
と
を
、
彼
に
頼
ん

で
別
れ
た
。 

玉
美
と
も
何
度
も
話
し
合
っ
た
末
、
名

残
を
惜
し
み
つ
つ
別
れ
た
。
玉
美
は
心
の

中
で
、
こ
の
後
再
び
会
え
る
の
だ
ろ
う
か
、

革
命
工
作
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
人

も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
思
っ

た
。
小
宝
の
方
は
、
年
も
や
や
若
く
、
ひ

た
す
ら
革
命
の
こ
と
を
考
え
る
の
み
で
、

こ
れ
か
ら
後
結
婚
し
、
家
庭
を
持
つ
と
い

う
問
題
な
ど
、
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

二
人
が
恋
愛
関
係
に
あ
る
と
認
め
、
う
ま

く
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
高

校
卒
業
以
後
、
一
緒
に
い
た
時
間
も
あ
ま

り
な
く
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、
彼

ら
自
身
で
は
決
め
ら
れ
ず
、
多
く
の
こ
と

が
未
知
数
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
々
も

長
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
短
い
か
も
し
れ

な
い
・
・
と
感
じ
て
い
た
。 

１
９
４
７
年
９
月
の
あ
る
日
、
林
家
宝

は
上
海
北
駅
で
降
り
、
復
旦
大
学
へ
と
向

か
っ
た
。
道
路
の
両
側
は
一
面
の
農
地
で
、



路
上
に
は
誰
も
い
な
い
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
合

格
通
知
書
を
入
れ
て
、
名
だ
た
る
「
新
聞

学
科
」
の
建
物
へ
と
歩
い
た
。 （

つ
づ
く
） 


